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１．概要（Summary） 

本研究では，検出素子として圧電体である PZT をカン

チレバー上に形成した差圧センサを提案する．圧電体を

用いることで，センサ素子自体が原理的に電力を消費し

ないため，高感度で低消費電力の差圧センサを実現でき

ると考えられる．  

 

２．実験（Experimental） 

試作したカンチレバーの大きさは 1500 μm × 1000 μm 

× 2 μm で あ る ． ま た カ ン チ レ バ ー は

Pt/Ti/PZT/Pt/Ti/SiO2/Si の層で構成されている． -30 

Pa から 30 Pa の圧力差をカンチレバーに与えた場合の

出力電荷を計測し，Q (pC) = 5.4 × ∆P (Pa)となった． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

試作したセンサと FET を組み合わせ，圧力差によるトリ

ガーとしての動作検証を行った．センサとしてだけではな

く低消費電力で駆動するトリガーとして様々なアプリケー

ションに応用できる可能性を示した． 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究は NEDO プロジェクト「グリーンセンサ・ネットワ

ークシステム技術開発プロジェクト」によって行われた． 
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